
2019 年 2 月 18 日 
 

Page | 1  
 
 

 

ケッペル（KPLM） 
不動産事業が業績を牽引、オフショア・海洋事業やインフラ

ストラクチャー事業の新規受注も今後の収益寄与見込む 
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• 2018/12 期通期（1-12 月）は売上高が前期比横ばいの 59.65 億

SGD、営業利益が同 30.2％の 10.43 億 SGD、純利益が同 336％増の

9.44 億 SGD となった。 

• 不動産事業が企業グループ全体の利益を牽引した。今後もアジア主

要都市への積極的な住宅供給が見込める。 

• オフショア・海洋事業やインフラストラクチャー事業も、2018 年

の新規受注が今後の収益へ寄与することを期待。 
What is the news? 

2018/12 通期（1-12 月）は、売上高が前期比横ばいの 59.65 億 SGD、営業

利益が同 30.2％の 10.43 億 SGD、純利益が同 336％増の 9.44 億 SGD となっ

たが、前期におけるブラジルでの贈賄に対する司法当局へのペナルティ和

解金一括払い 6.19 億 SGD を除けば、純利益は同 15.8％増になる。和解金を

除いての純利益内訳は、プロジェクトベースが同 55.3％増の 5.00 億 SGD、

経常ベースが同 19.5％減の 2.47 億 SGD、再評価・減損・持ち分売却ベース

が 5.9％増の 1.97 億 SGD だった。 

事業セグメント別の業績は以下の通り。オフショア・海洋事業は売上高

が前期比 3.9％増の 18.75 億 SGD、純損失が▲1.09 億 SGD と前期の▲8.26 億

SGD から赤字縮小だが、和解金一括払い▲6.19 億 SGD を除けば、純損失は

前期比 47％改善。不動産事業は、売上高が同 24.7％減の 13.46 億 SGD、純

利益が同 44.3％増の 9.38 億 SGD。開発プロジェクトの一括売却、北京の商

業プロジェクト投資持ち分売却益が寄与。インフラストラクチャー事業

は、売上高が同 19.0％増の 26.51 億 SGD、純利益が同 26.7％増の 1.70 億

SGD。Keppel DC REIT の私募証券発行益、Keppel DC REIT への投資持ち分利益

の他、環境インフラやインフラサービスなどが伸びた。投資事業は、売上

高が同 22.7％減の 1.82 億 SGD、純損失が▲0.54 億 SGD と前年同期の 2.38

億 SGD から赤字転落。クリスエナジー社への投資損失、及び関連会社への

投資評価損が響いたほか、資産運用ビジネスや Sino-Singapore Tianjin Eco-

City からの寄与が減少した。 

How do we view this?  
 オフショア・海洋事業では、半潜水艇、LNG・洗浄システムを含む 17 億

SGD を 2018 年に新規受注。不動産事業では、アジア主要都市に合計 5 万棟

の住宅を準備、2019～2021 年に 1 万 9 千棟供給の見込み。インフラストラ

クチャー事業では、1.2 億 SGD 分のエネルギー・環境プロジェクト受注を

獲得、アジア太平洋・欧州を横断してデータセンター資産を追加構築中。

投資事業では、シンガポール・プレスと共同で携帯通信会社 M1 の株式の

過半数の取得を目指す他、Keppel Telecommunications & Transportation 社の

非上場化を発表。以上の各事業の動向が 2019 年以降の業績に寄与すると考

えられる。2019/12 通期の市場予想は、売上高が前期比 15.5％増の 68.90 億

SGD、当期利益が同 4.7％増の 9.88 億 SGD である。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1SGD=81.44円

事業年度 2016/12 2017/12 2018/12 2019/12F 2020/12F

売上高（百万SGD） 6,764 5,961 5,965 6,890 7,818

当期利益（百万SGD） 784 217 944 988 1,144

EPS（SGD） 0.43 0.12 0.52 0.55 0.63

PER（倍） 14.14 50.67 11.69 10.99 9.65

BPS（SGD） 6.42 6.29 6.22 6.73 7.12

PBR（倍） 0.95 0.97 0.98 0.90 0.85

配当（SGD） 0.20 0.22 0.25 0.25 0.28

配当利回り（%） 3.29 3.62 4.11 4.11 4.61

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）
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1968年に英国の造船会社、スワン・ハンター社によって

設立。20ヵ国以上で事業を展開するマルチビジネスカン

パニーで、エネルギー、インフラストラクチャー、環境浄

化、高機能住宅・オフィスなどに関するソリューションを

提供している。オフショア・海洋事業、不動産事業、インフ

ラストラクチャー事業、投資事業の4つの事業セグメント

のもと、事業を管理している。

グループ企業には、海上石油掘削設備の設計・建設・

修理、船舶の修理・改修、特殊造船などを行うケッペル・

オフショア＆マリン、アジア地域を中心に住宅開発や都

市設計、統合的なタウン・シップ、商業用不動産開発など

行うケッペル・ランド、エネルギーインフラの運営や関連

するソリューションを提供するケッペル・インフラク

チャー、ワンストップの統合ロジスティックスソリューショ

ンの提供や高可用性データセンター施設の開発、管理を

行うケッペル・テレコミュニケーション＆トランスポーテ―

ション（ケッペル・T＆T）、アセットマネジメントを行うケッペ

ル・キャピタルなどの企業がある。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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